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 平成 17 年７月に発生しました伊方発電所第３号機 送電線保護リレー装置の不

具合他４件につきまして、その後の調査結果がまとまりましたので、安全協定第

11 条第２項に基づき、別添のとおり報告いたします。 

 

今後とも伊方発電所の安全・安定運転に取り組んでまいりますので、ご指導

賜りますようお願い申しあげます。 

 

 

以 上 
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１．件 名 

      伊方発電所第３号機  

   非常用ディーゼル発電機清水加熱器の不具合について 

 

２．事象発生の日時 

      平成１７年７月１５日 ２０時３９分（警報発信） 

 

３．事象発生の設備        

      非常用ディーゼル発電機３Ａ 清水加熱器３Ａ１ 

 

４．事象発生時の運転状況 

   通常運転中（電気出力９１７ＭＷ） 

 

５．事象発生の状況 

 伊方発電所第３号機（定格電気出力８９０ＭＷ）は、通常運転中のところ、

７月１５日２０時３９分、中央制御室に非常用パワーセンター母線地絡を示す

警報が発信した。 

 地絡回路の調査の結果、非常用ディーゼル発電機３Ａの清水加熱器３Ａ１電

気ヒータ（以下、「ヒータ」という）回路で地絡が発生していることが確認さ

れた。その後、当該ヒータの開放調査を実施したところ、ヒータの取付金具が

外れてヒータの電源ケーブル端子部と接触し地絡に至っていることが確認され

た。 

     このため、当該ヒータ取付金具を正規の位置に適切に締め付け、７月１６日

１４時１０分通常状態に復旧した。 

なお、各非常用ディーゼル発電機には、清水加熱器が２台設置されているた

め、非常用ディーゼル発電機の運転に問題はなかった。 

 本事象によるプラントの運転への影響および環境への放射能の影響はなかっ

た。                         （添付資料－１） 

 

６．事象の時系列 

    ７月１５日  

２０時３９分  中央制御室に『非常用パワーセンター母線地絡』警報 

        発信 

２０時４９分  非常用ディーゼル発電機３Ａの清水加熱器３Ａ１ヒータ

回路の地絡を確認   

当該ヒータを隔離し、警報復帰 

２３時２０分   清水加熱器３Ａ１ヒータ回路の調査の結果、ヒータ取付 

金具とヒータ電源ケーブル端子部との接触を確認 

２３時２４分   当該ヒータ取付金具を正規の位置へ締付け実施 

    ７月１６日  

０時４３分   清水加熱器３Ａ１ヒータを通電し復旧 

１４時１０分  通電状況に異常のないことを確認のうえ通常状態に復旧 
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７．調査結果 

（１）現地調査 

ａ．ヒータ外観 

Ｎｏ１０とＮｏ１１ヒータ間の固定金具が取付金具より外れ、Ｎｏ１０

ヒータの取付金具が脱落し、ヒータ端子部と接触しているのが確認された。 

また、固定金具締め付けナット２個が緩み固定金具が自由に回転する状

態であった。その他部品の損傷等の異常は認められなかった。  

    （添付資料－２） 

ｂ．ヒータ回路 

  当該ヒータの取付金具を正規位置に適切に締め付け、ヒータ抵抗および

絶縁抵抗測定を実施した結果、通常状態に復帰し地絡事象は解消した。   

                                          

（２）ヒータ取付状況の調査 

    当該ヒータは、清水加熱器水室胴側に差し込み、電源端子側を取付金具と固

定金具で押さえ付け、ヒータの抜け出しを防ぐ構造となっているが、固定金具

を締め付けいている２個のナットの内１個（固定金具裏側ナット）に廻り止め

がない構造であった。 

なお、当該ヒータ端子部は、密閉構造（鋼板製蓋にて）の箱に収納されて

おり、開放点検時以外は人や物が取付金具等に接触する構造ではなかった。 

（添付資料－１、２） 

（３）運転状況の調査 

       当該ヒータの取付金具、固定金具および固定金具を締め付けるボルト・ナ

ットは、ヒータの温度変化（通常最大６０℃程度）による熱膨張の影響、お

よび非常用ディーゼル発電機の運転振動の影響を受け、固定金具締め付けナ

ット（固定金具裏側ナット）の締め付け力が変化する可能性がある。 

 

（４）保修状況の調査 

       毎定検時、ヒータ端子台の締め付け確認および目視による外観点検を行っ

ており、ヒータ取付金具等に異常は認められなかった。 

       

８．推定原因 

（１）ヒータ固定金具裏側の締め付けナットが、廻り止めのない一重構造であり振

動等により緩みを生じる可能性があったこと。 

 

（２）ヒータ固定金具締め付け用植え込みボルト・ナットの締め付け力が、温度・

振動の影響を受け変化する可能性があったこと。 

 

    以上のことから、ヒータ固定金具の締め付けナットに緩みが生じ、ヒータ

固定金具が取付金具より外れて、取付金具が振動により脱落し、ヒータ電源

ケーブル端子部と接触したことにより地絡に至ったものと推定される。 
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９．対策 

（１）当該ヒータ取付金具および固定金具を正規の位置に適切に締め付け復旧した。 

 

（２）次回定検時、当該ヒータ固定金具裏側のナットを一重から二重（ダブルナッ

ト）に変更するとともに、ダブルナットの締め付け状態を確認するよう作業要

領書に追記する。 

なお、他の類似構造のヒータ（清水加熱器３Ａ２・３Ｂ１・３Ｂ２ヒータお

よび潤滑油ヒータ３Ａ・３Ｂ）についても、次回定検時に同様対策を実施する。 

 

 

 

                                                                  以 上 
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添 付 資 料 

 

 

添付資料－１   伊方３号機 非常用ディーゼル発電機清水加熱器まわり 

概略系統図 

          

添付資料－２    清水加熱器ヒータ取付構造概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３伊方 号機　非常用ディーゼル発電機清水加熱器まわり概略系統図

加熱器

暖機用温水

加熱用ヒータ

地絡箇所

加熱用ヒータ

３Ａ２清水加熱器   

３Ａ１清水加熱器   

３Ａ非常用ディーゼル発電機  　機関

温水循環ポンプ
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７
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Ａ 部
（ ： ） 数字 ヒータ番号 

（ ６０℃）低温部 約    （ ６５℃）暖機用温水 約    

ヒータ 保護管
本体

Ａ 部

水室胴側端子箱

端子部



添付資料－２

ヒータ端子部

取付金具
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固定金具
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スプリングワッシャ
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固定金具
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管板

清水加熱器ヒータ取付構造概略図
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